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　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　　  平成30 年　7月　18日　

本社工場・八田工場・城山工場・制御システム工場

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

【内部監査】
2017年10/23～11/17　不適合･･･2件［是正済］　改善の機会･･･26件
【経営者による見直し】
2017年12月7日
「2015年版の規格改正はＥＭＳの仕組みと企業にとってのリスクと機会を見直す
良い機会であった。各セクションでは事業活動と環境活動を一体化させ、できる
だけスリムで有効な活動・管理ができるよう継続してプロセスを確立していくと
ともに、新しい施策によるパフォーマンスの向上（スパイラルアップ）を意識し
計画・運用・評価・分析の一連の活動を推進していくこと。」
【外部監査】
2018年3月12日-14日　　　C(改善事項)･･･6件
・2015年版認証登録（有効期限：2021年5月18日）

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

【2016年・2017年進捗状況】
１ 省エネ委員会、生産技術部にて削減への取り組み
２ 廃棄物委員会、生産技術部にて削減への取り組み
３ 各開発・設計部門を中心に取り組み
４ 各調達・購買部門を中心に取り組み
５ 各開発・設計・調達・購買部門を中心に取り組み
６ 水質委員会、各ブロック・部門にて取り組み

認 証 番 号

【2015-2018年中期目標】
【2017年目標】
１ ＣＯ２排出量を97.2t-CO2（1.4％）削減する（2016年目標比）
２ 廃棄物排出量を削減する
３ 環境配慮型製品（エコプロダクツ）を拡大する
４ グリーン調達を推進する
５ 製品含有化学物質管理を強化する
６ 地下汚染対策及び水質汚濁防止を強化する
【2018年目標】
１ ＣＯ２排出量を97.2t-CO2（1.4％）削減する（2017年目標比）
２ 廃棄物排出量を削減する
３ 環境配慮型製品（エコプロダクツ）を拡大する
４ グリーン調達を推進する
５ 製品含有化学物質管理を強化する
６ 地下汚染対策及び水質汚濁防止を強化する

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

Ｅ０９５４　　エイエスアール（株）

導 入 年 月 日
２０００年５月１９日（本社・八田）
２００８年７月　４日 認証範囲変更（城山・制御追加）

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 JIS Q 14001:2015(ISO14001:2015)

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

　　日東精工株式会社
　　代表取締役社長　　　材木　正己

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

　〒６２３－００５４
　京都府綾部市井倉町梅ヶ畑20番地

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

企業活動を展開する上において、環境保全を最重点とし、地球環境と地域環境を守
り、社会と調和して豊かな社会の実現に貢献することを目的とします。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

【2017年遵守状況】
測定：大気、水質、騒音、振動、浄化槽、他
報告：廃棄物、省エネ、有害物質、特定化学物質、温室効果ガス、
リサイクル促進、土壌汚染、他
【2018年遵守状況】
半期実績まとめは８月中旬を予定

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

【2017年成果】
１ CO2排出量 ：7,627tｰCO2　原単位：4.52（中期計画目標達成）
２ 廃棄物(ﾘｻｲｸﾙ品除く)：377t　原単位：2.24（中期計画目標達成）
３ その他詳細取組は各組織にて管理・把握
【2018年成果】
半期実績まとめは８月中旬を予定
【評価】
CO2排出量、廃棄物量ともに売上原単位では中期計画目標を達成しているものの
ファスナー事業部の生産増加、近年の熱中症等による作業環境改善・温度管理基準
の見直しにより排出量の絶対量は増加増加した。今後電力消費量の多いファスナー
設備の更新・改造・ムダ取りや再生可能エネルギーへの投資等、順次進める予定。

基 本 方 針

【2017年・2018年取組内容】
１(1) 電力消費量を19.4万kWh削減（前年目標比）
１(2) 灯油消費量を4.0kℓ削減（前年目標比）
１(3) ＬＰＧ消費量を4.5ton削減（前年目標比）
１ ※ 対売上原単位で3％以上削減（2014年目標比）
　　　　　　　　･･･4.67以下（2017年）、4.62以下（2018年）
２(1) ６Ｒの推進
２(2) 工程内及び完成品不良の削減
２ ※ 対売上原単位で3％以上削減（2014年実績比）
　　　　　　　　･･･2.55以下（2017年）、2.52以下（2018年）
３(1) 環境性能を向上した製品設計・開発
４(1) 環境負荷がより少ない物品調達
５(1) 適切な管理のためのしくみ及びルール設定
６(1) 排水施設、貯油液施設、薬液類の管理強化
６(2) 緊急事態対応マニュアルの整備と訓練実施


